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私達は笑顔を大切にします

肌のぬくもりある医療
一．救急医療充実のため、診療連携の強化に努めます。

一．高度医療の実施、チ－ム医療の推進に努めます。

一．患者様の立場にたった医療サ－ビスの提供に努めます。

一．職員が働きやすく、誇りを持てる病院を目指します。

基本方針

地域医療への貢献
「肌のぬくもりある医療」の実践

基本理念
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シリーズ

ド
ク
タ
ー
の

お
話

ド
ク
タ
ー
の

お
話

●
腹
腔
鏡
手
術
の
歴
史

　

腹
腔
鏡
手
術
の
先
駆
け
と
な
っ
た
の
は
胆

の
う
の
手
術
で
す
。
日
本
で
は
、
１
９
９
０

年
に
初
め
て
腹
腔
鏡
下
に
胆
の
う
摘
出
術
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
20
年
以
上
た
っ

た
現
在
で
は
、
腹
腔
鏡
下
胆
の
う
摘
出
術
は

従
来
の
開
腹
手
術
に
と
っ
て
代
わ
り
、
胆
の

う
摘
出
術
の
標
準
術
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

20
数
年
の
歴
史
の
な
か
で
、
そ
の
技
術
を

応
用
し
様
々
な
領
域
で
鏡
視
下
手
術
が
積
極

的
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最

初
の
頃
は
良
性
疾
患
の
手
術
が
中
心
で
し
た

が
、
手
術
手
技
や
道
具
も
進
歩
し
次
第
に
が

ん
の
手
術
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

●
胃
・
大
腸
の
が
ん
に
対
す
る
腹
腔
鏡
手
術

　

プ
ロ
野
球
界
の
「
世
界
の
王
」
こ
と
王
貞

治
氏
が
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
胃
が
ん
の

手
術
を
腹
腔
鏡
で
受
け
ら
れ
た
の
は
記
憶
に

新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
胃
・
大
腸
の
が
ん
に

対
す
る
腹
腔
鏡
手
術
は
、
今
ま
で
道
具
や
技

術
的
な
困
難
さ
か
ら
、
大
学
病
院
な
ど
の
限

ら
れ
た
施
設
で
試
験
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
は
一
般
の
市
中
病
院
で
も
広
く

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
胃
・

大
腸
の
が
ん
に
対
す
る
腹
腔
鏡
手
術
の
普
及

は
、
腹
腔
鏡
手
術
の
分
野
に
お
け
る
こ
の
5

年
の
最
も
大
き
な
変
化
だ
と
思
い
ま
す
。
当

院
で
も
早
期
胃
が
ん
に
対
し
、
昨
年
3
例
腹

腔
鏡
下
胃
切
除
を
行
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、

今
年
は
胃
・
大
腸
の
が
ん
に
対
す
る
手
術
の

約
半
数
が
腹
腔
鏡
手
術
に
変
わ
り
、
腹
腔
鏡

手
術
の
件
数
は
飛
躍
的
に
伸
び
て
い
ま
す
。

●
腹
腔
鏡
手
術
と
は

　

腹
腔
鏡
と
い
う
言
葉
は
あ

ま
り
聞
き
な
れ
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。腹
腔
＝
お
な
か
、

鏡
＝
カ
メ
ラ
の
意
味
で
「
腹

腔
鏡
手
術
」
と
は
、
お
な
か

の
中
を
カ
メ
ラ
で
の
ぞ
き
な

が
ら
行
う
手
術
で
す
。
言
葉

だ
け
だ
と「
内
視
鏡
手
術（
胃

カ
メ
ラ
や
大
腸
カ
メ
ラ
で
ポ

リ
ー
プ
を
切
除
し
た
り
す

る
）」
と
間
違
わ
れ
や
す
い

の
で
す
が
、
腹
腔
鏡
手
術
は

全
身
麻
酔
を
か
け
て
行
う
外

科
手
術
で
す
。

　

従
来
の
手
術
と
の
違
い

は
、
一
言
で
い
え
ば
「
傷
が

非
常
に
小
さ
い
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
ず
、
お
へ
そ
の

と
こ
ろ
に
15
㎜
程
度
の
傷
を

腹腔鏡手術用カメラ 鉗
かん

子
し

鉗
かん

子
し

の先端

手術風景

外科部長

山方　 伸茂

腹腔鏡手術について

つ
け
、
そ
こ
か
ら
お
な
か
の
中
に
カ
メ
ラ
を

入
れ
ま
す
。
さ
ら
に
お
な
か
の
数
か
所
に
5

～
10
㎜
の
傷
を
つ
け
、
そ
こ
か
ら
マ
ジ
ッ
ク

ハ
ン
ド
の
よ
う
な
道
具
（
鉗か
ん

子し

）
を
お
な
か

の
中
に
入
れ
て
、
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
に
映
さ

れ
た
映
像
を
見
な
が
ら
遠
隔
操
作
で
手
術
を

行
い
ま
す
。
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ド
ク
タ
ー
の

お
話

ド
ク
タ
ー
の

お
話

●
腹
腔
鏡
手
術
の
利
点
・
欠
点

　

腹
腔
鏡
手
術
は
、
簡
潔
に
言
え
ば
患
者
様

の
身
体
へ
の
負
担
を
少
な
く
す
る
（
低
侵
襲
）

代
わ
り
に
、
高
い
技
術
を
必
要
と
す
る
手
術

で
す
。
お
な
か
の
中
で
行
わ
れ
る
手
術
内
容

自
体
は
従
来
行
わ
れ
て
い
た
開
腹
手
術
と
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
お
な
か
の
中
の
臓
器
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
変
わ
る
こ
と
で
、

様
々
な
違
い
が
生
ま
れ
ま
す
。

〈
利
点
〉

・
傷
が
小
さ
い
こ
と
に
よ
る
利
点

傷
が
目
立
た
な
い
の
み
な
ら
ず
術
後
の

痛
み
が
軽
い
た
め
、
早
期
離
床
が
可
能

で
あ
る
こ
と
、
術
後
の
腸
管
の
動
き
が

よ
く
、
腸
の
癒
着
も
起
こ
り
に
く
い
こ

と
な
ど
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
入
院
期
間

の
短
縮
、
早
期
の
社
会
復
帰
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

・
カ
メ
ラ
で
見
る
こ
と
に
よ
る
利
点

カ
メ
ラ
が
近
接
す
る
こ
と
で
、
細
部
ま

で
観
察
可
能
と
な
り
（
拡
大
視
効
果
と

呼
ぶ
）、
出
血
量
を
減
ら
し
た
り
神
経
を

温
存
す
る
事
が
で
き
、
開
腹
手
術
よ
り

細
や
か
な
手
術
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
カ
メ
ラ
は
お
な
か
の
中
を
広
く

見
渡
せ
る
こ
と
か
ら
、
開
腹
手
術
で
は

見
え
に
く
か
っ
た
狭
い
場
所
も
覗
き
込

ん
で
手
術
が
で
き
ま
す
。

〈
欠
点
〉

　

逆
に
欠
点
は
、
技
術
的
に
難
し
い
こ
と
に

尽
き
ま
す
。
開
腹
手
術
よ
り
も
手
術
難
度
が

高
い
分
、
当
然
時
間
が
か
か
り
ま
す
し
、
不

測
の
出
血
な
ど
に
対
す
る
対
処
は
困
難
で

す
。
ま
た
傷
が
小
さ
く
、
お
な
か
の
中
に
手

を
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、
直
接
臓

器
を
手
で
触
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
よ
っ

て
、
病
変
の
場
所
の
把
握
に
難
渋
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
腹
腔
鏡
で
手
術
を
始
め
て
も
、

手
術
中
の
不
測
の
事
態
や
困
難
さ
か
ら″
手

術
を
安
全
に
続
け
ら
れ
な
い
”
と
判
断
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
手
術
中
の

判
断
で
、
従
来
の
開
腹
手
術
に
移
行
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
（
開
腹
移
行
）。

　

多
く
の
患
者
様
に
、
安
全
か
つ
低
侵
襲
な

腹
腔
鏡
手
術
を
提
供
す
る
為
に
、
我
々
外
科

ス
タ
ッ
フ
は
、
こ
の″
技
術
的
に
難
し
い
”
と

い
う
点
を
克
服
す
べ
く
、
日
々
修
練
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

腹腔鏡下胆のう摘出術を受けられる方へ　

看護師より
　患者さんが安心して手術を受けられるように、
入院から退院までのスケジュールをパンフレット
に沿って説明しています。
　手術後は苦痛の緩和と早期退院を目指し、皆さ
んの最高の笑顔が見られるように努力していきた
いと思います。

3 階看護師長　辻 　珠美

腹腔鏡補助下での大腸切除後の傷跡 腹腔鏡補助下での胃切除後の傷跡

従来の開腹手術による胃切除の傷跡



　当院では、新人看護職員研修ガイドラインに沿って、年間の新人集合教育プログラムを作成

し、基本的な知識・技術・態度を習得できるように研修を実施しています。毎年、地域の新人

看護師の参加を募り、当院の新人看護師と一緒に研修を行っています。現在、新人看護師の一

人一人が計画的に自己能力の開発を行えるよう、キャリア開発ラダー・教育計画・評価基準を

改正中です。

　来年度は、キャリア開発ラダー・教育計画・評価基準に沿った研

修内容を企画し、実施内容を充実させ、地域中核病院として新人看

護職員研修を担っていきたいと思います。地域の各施設からの新人

看護師の参加を募集します。

　尚、技術演習は新人教育担当者やファーストレベル受講者の協力

を得ております。多数のご参加をお待ちしています。（お問い合わ

せは担当：小野まで）

●地域新人看護師集合教育プログラム　場所：当院第一会議室
月　　日

８月23日

13：30～16：00

10月25日

13：30～16：00

11月22日

13：30～16：00

講　　　　　　師

看護教育委員会　犬丸　美紀

ファースト受講者　本多　千賀

新人教育担当者

看護教育委員会

新人教育担当者

ＤＭＡＴ看護師　青木　美子

看護教育委員会

新人教育担当者

呼吸療法認定士　小野　康佳

研　修　内　容

●看護技術

　胃管・静脈採血・尿道バルーン

　導尿・摘便・浣腸・喀痰吸引

　吸入療法・酸素吸入法

●心肺蘇生法

　挿管介助

　DC・AED

●呼吸理学療法

　徒手的呼吸介助法

　体位ドレナージ

●新人研修プログラムの策定、企画及び
　運営に対する指導及び助言を行う
●研修の全過程と結果の責任を有する

研修責任者

プログラム企画・運営組織
（委員会等）

Ａ外来 Ｂ病棟

教育担当者

●病棟や外来、手術室など各部署で
　新人研修の運営を中心となって行う者
●実地指導者への助言及び指導を行い、
　また新人看護職員への指導、評価も行う

実地指導者

●新人看護職員に対して、臨床実践に
　関する実地指導、評価等を行う者

新人看護職員
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９
月
27
日
（
木
）
私
達
は
駅
川
中
学
校

の
３
年
生
を
対
象
に
、「
生
命
と
看
護
の

授
業
」
の
講
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
看
護
師
と
は
ど
の
よ
う
な
職
業
か
、
ま

た
、
自
分
の
体
験
や
学
ん
だ
こ
と
を
通
し

て
、
命
と
は
一
人
の
も
の
で
は
な
い
こ

と
、
と
て
も
尊
い
も
の
だ
と
お
話
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
授
業
中
、
頷
き
な
が
ら
聞

い
て
く
れ
て
い
る
生
徒
さ
ん
の
姿
が
見

え
、
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。

　

授
業
後
の
感
想
で
は
、「
看
護
師
・
医

療
職
に
興
味
を
抱
い
た
」「
身
の
回
り
で

出
来
る
人
助
け
を
し
た
い
」「
自
分
の
命

も
人
の
命
も
大
事
に
し
た
い
」
な
ど
、
素

直
で
前
向
き
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
生
命

と
看
護
の
授
業
を
通
し
、
改
め
て
私
達
も

看
護
師
と
し
て
の
役
割
や
命
の
重
さ
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
階
病
棟
看
護
師　
林　
　
幸
絵

　
藤
原　
美
紀

宇佐地域看護ネットワーク推進事業
「生命と看護の授業」

　

９
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）、

大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園 

大
芝
生
広
場

で
、
が
ん
患
者
を
支
援
す
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
「
リ
レ
ー
フ
ォ
ー
ラ

イ
フ
大
分
２
０
１
２
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
24
時
間
リ
レ
ー
形
式
で
た
す
き

を
つ
な
ぎ
、
が
ん
撲
滅
を
願
っ
て
歩
き

続
け
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
院
か
ら
も

72
名
の
職
員
・
家
族
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

個
人
と
し
て
は
今
年
で
２
回
目
の

参
加
で
あ
り
、
今
回
は
開
会
か
ら
閉
会

ま
で
参
加
で
き
ま
し
た
。
催
し
全
体
で

の
参
加
者
も
多
く
、
み
な
さ
ん
軽
快

に
歩
き
始
め
ま
す
。

し
か
し
生
憎
の
台
風

接
近
。
開
会
時
は
晴

天
で
汗
が
流
れ
落
ち

る
程
で
し
た
が
、
次

第
に
空
は
陰
り
雨
と

風
に
見
舞
わ
れ
、
夜

道
を
彩
る
ル
ミ
ナ
リ

エ
バ
ッ
グ
の
灯
り
も

消
え
て
い
き
ま
す
。

バ
ッ
グ
に
書
か
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
、
残

念
な
が
ら
読
め
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
も

の
が
多
い
と
い
う
状

況
で
し
た
。

　

最
後
は
閉
会
式
を
予
定
よ
り
早
め
て
執
り

行
い
、
土
砂
降
り
の
中
、
急
ぎ
テ
ン
ト
を
畳

ん
で
撤
収
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
終

了
後
の
達
成
感
は
な
か
な
か
味
わ
え
な
い
も

の
と
思
い
ま
す
。
疲
れ
果
て
会
話
も
徐
々
に

減
っ
て
い
く
中
、
応
援
に
来
て
く
れ
た
方
を

見
る
と
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
、「
も
う
少
し

歩
こ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
仲
間
と
共
に
歩
む
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
で
き
ま
す
。

　

な
か
な
か
参
加
す
る
時
間
が
確
保
で
き
な

い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
も
次
回
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

手
術
室
看
護
師　

原
田　

洋
高



シリーズ

薬局より
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臨
床
検
査
課
は
、
臨
床
検
査
技
師
・
事
務
・

集
配
の
総
勢
18
名
の
個
性
豊
か
な
ス
タ
ッ
フ

が
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

医
師
会
病
院
検
査
室
及
び
宇
佐
高
田
地
域

の
医
師
会
検
査
セ
ン
タ
ー
と
し
て
信
頼
の
あ

る
検
査
結
果
を
、
正
確
・
迅
速
に
報
告
が
出

来
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

検
体
検
査
（
生
化
学
、
血
液
検
査
）
は
患

者
様
の
採
血
検
体
に
つ
い
て
、
各
種
の
自
動

分
析
装
置
を
用
い
、
多
数
の
項
目
の
検
査
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
測
定
結
果
も
病
院
電
子

カ
ル
テ
へ
の
送
信
が
可
能
と
な
り
、
報
告
が

よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
生
理
機
能
検
査
と
し
て
心
臓
及

び
頚
動
脈
超
音
波
検
査
も
、
年
間
約
一
千
件

以
上
を
実
施
し

て
お
り
、
少
数

精
鋭
で
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

　

全
国
検
査

デ
ー
タ
標
準
化

事
業
で
は
、
大

分
県
医
師
会
・

技
師
会
の
任
命

に
よ
り
大
分
県

下
の
基
幹
施
設

の
一
員
と
し
て
、
県
北
（
中
津
・
宇
佐
高
田
）

地
区
の
各
病
院
検
査
室
に
対
し
、
検
査
デ
ー

タ
標
準
化
の
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
基
本
理
念
で
あ
る
『
肌
の
ぬ
く
も

り
あ
る
医
療
』
の
実
践
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地

域
医
療
へ
の
貢
献
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

臨床検査課長

末延　一義

　漢方薬の服用は、漢方薬のテレビＣＭでも「食べる前に飲む」と言っているように食前（食事の30分くらい前）
または、食間（食後２時間）に服用することが望ましいとされています。しかし、現在漢方薬を服用されている患
者様の中には、用法欄に“食後服用”と書かれている方が多数いらっしゃるのではないでしょうか。
　漢方薬が食前・食間投与とされているのには、いくつか理由があります。
　１つは、古くから漢方薬は煎じ薬として服用されていたため、食後に飲むと苦味や独特の臭いのため吐気を催す
ことがあり、食前・食間がより最適であるとされてきたことです。（これについては、現在の漢方薬は、エキス顆
粒になっており、かなり飲み易くなっています。）
　２つ目の理由は、吸収率です。漢方の生薬の中には糖が結合した、配糖体と呼ばれる成分があり、腸内細菌がそ
の糖部分を、「エサ」としてとることにより配糖体が腸から吸収され、薬効を示すようになります。そのため、吸
収をされる腸に早く到着し、かつ腸内細菌も空腹である食前や食間が良いとされています。ただ、食前服用と食
後服用の吸収率を比較した場合、食前に比べ食後服用は、10％程度吸収率が落ちるといったデータはありますが、
さほど大きな差とは言えません。むしろ、飲み忘れるよりは良いと思います。
　さらに、一部の生薬は胃腸に対する刺激が強いことも知られており、このような場合には食後服用が推奨されて
います。
　結局のところ、漢方薬を食後に服用しても問題ないというのが、結論のようです。

薬剤課課長　国東　秀次

放 射 線 科

❼
臨床検査課
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▼ご意見①

駐車場が満車で車を置けません。高齢なので大
変困ります。
▼お答え①

ご迷惑をおかけしてしまい申し訳ありません。
患者様用の駐車スペースを確保するよう、職員
一同取り組んでおります。今後とも気を配り、
来院される皆様にご迷惑がかからぬよう努めて
まいります。

▼ご意見②

病棟の談話室のカーテンに遮光ネットを追加し
て頂くと眩しいのを軽減できると思います。
▼お答え②

貴重なご意見ありがとうございました。８月よ
りよしずを設置致しました。

●平成24年11月12日（月）～18日（日）は
　全国糖尿病週間です。
当院では、11月6日（火）・7日（水）に管理栄養士による栄
養指導を予定しています。多くの方のご参加をお待ちして
おります。

●第６回 宇佐・豊後高田地域研修会 看護研究発表会
日時：平成24年12月１日（土）　 場所：宇佐市医師会大研修室（2階）

ご意見ありがとうございました。

文責　院長　柏木　孝仁

＊ご意見は､要約して掲載させていただいております｡ 
　ご了承下さい。

宇佐高田医師会病院では、地域の中核病院として、地域医療に貢献し、医療水

準の向上に努めるとともに、心のこもった安心できる医療体制の構築、即ち「肌

のぬくもりある医療」の実践を基本理念としています。また患者様との信頼関

係を高めるため、患者様と医療者のパートナーシップの確立を重要な事柄と

し、患者様参加型医療の確立に取り組んでいます。

・ご自身の状態や医療行為について十分理解できるまで説明を受けることができま

す。

・医療者から十分理解できるまで説明を受けた上で、自由意志に基づき医療行為を

選択または断ることができます。

・主治医より受けた診断、治療方針について他の専門家に意見を求めたい場合は、

セカンドオピニオン制度を利用することができます。

・ご自身の診療に関する記録などの情報に関して、開示を求めることができます。

・個人情報やプライバシーは保護されています。

・病院に対し種々の提言をすることができ、医療や看護行為について相談すること

ができます。

・ご自身の健康状態や変化は、速やかにそして正確に医療者にお伝えください。

・検査や治療などの医療行為は、十分な理解と合意の上で受けてください。書類に

署名をしていただくことがあります。

・納得できないことや、理解しづらいことは遠慮せずにご質問ください。

・メモは遠慮なく取ってください。

・安全確保のためいろいろな場面で患者様ご本人の確認をさせていただくことがあ

ります。

・薬剤の確認など、自らの医療に積極的に参加してください。

・病院の快適な医療環境の維持にご協力ください。

患者様と医療者のパートナーシップ方針

患者様の権利

患者様へのお願い

宇佐高田医師会病院　病院長

～ 秋 の 風 景 ～
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　氏　名　　　　専　門　領　域

陣林　伯男　　　循環器　内科一般

近藤　克洋（非常勤）循環器科一般

篠原　徹二（非常勤）循環器　内科一般

米持　英俊（非常勤）循環器　内科一般

齋藤聖多郎（非常勤）循環器　内科一般

井上　邦光　　　消化器　肝臓病　内科一般

岡本　和久　　　消化器　肝臓病　内科一般

中島　仁典（非常勤）消化器　肝臓病　内科一般

有馬　　誠（非常勤）腎臓内科一般　

中山　俊之（非常勤）血液内科　内科一般

大森　　薫（非常勤）肝臓内科一般

科　　別時間帯

午 前

午 後

駅
館
川 宇佐高田医師会病院

宇佐高田地域成人病検診センター

宇佐神宮 ●
轟木整形
外科病院

トライアル
●

宇佐高校
●

メルクス
●

宇佐市役所
●

←中津市

安心院
院内
↓

←中津方面

国道10号線

豊
後
高
田
市
→

大分市→

大分方面→

柳ヶ浦駅 豊前長洲駅 J R日豊本線

宇佐駅

●ご案内図

　氏　名　　　　専　門　領　域

柏木　孝仁　　　消化器外科　下肢静脈瘤　外科一般

山方　伸茂　　　消化器外科　外科一般

蔵田　伸明　　　消化器外科　外科一般

萱島　　理　　　消化器外科　外科一般

三重野　斉（非常勤）呼吸器科一般

井上　聡一（非常勤）呼吸器科一般　第１・第３水曜

大津　達也（非常勤）呼吸器科一般　第２水曜

吉松　哲之（非常勤）呼吸器科一般　第４水曜

杉崎　勝教（非常勤）呼吸器科・アレルギー科　第５水曜

望月　　淳（非常勤）呼吸器科一般

じん ばやし のり お かしわ ぎ たか ひと

やま がた のぶ しげ

くら た のぶ あき

かや しま ただし

おお もり かおる

み え の つよし

もち づき あつし

かつすぎ さき のり

こん どう かつ ひろ

しの はら てつ じ

よね もち ひで とし

いの うえ

おか もと かず ひさ

なか しま ひろ のり

あり ま まこと

なか やま とし ゆき

循環器科

消化器科

外科

呼吸器科

腎臓内科

肝臓内科

血液内科

外来担当医師一覧表
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宇佐高田医師会病院

●外来受付時間
　午前８：30～11：00（午後の特殊外来は、午後３：00まで受付）
　予約の患者様が優先になります。ただし、急患はこの限りでは
　ありません。
　※当病院は、原則として紹介状が必要です。

●診療時間
　午前９：00～12：00／ 午後１：00～４：00（肝臓内科・腎臓内科）
 午後２：00～５：00（血液内科）

●休診日
　土曜日午後、日曜日、祝祭日、年末年始（12/30 ～ １/３）

平成24年11月１日現在

くに

たしょう

みつ

さい とう ろう

●地域医療支援病院
●（財）日本医療機能評価機構認定（Ver.5.0）
●第2次救急指定医療機関・災害拠点病院（大分DMAT指定病院）
●僻地医療拠点病院・大分県HIV診療協力病院
●第２種感染症指定医療機関（SARS初療機関）
●大分県重症難病患者医療ネットワーク基幹協力病院
●協力型臨床研修病院・循環器専門医研修関連施設
●日本がん治療認定医機構認定研修施設
●日本呼吸器内視鏡学会専門医制度関連認定施設
●日本消化器病学会専門医研修関連施設
●肝疾患診療協力医療機関
●マンモグラフィー画像認定施設
●NST稼働施設認定病院

土金木水火月

循 環 器

外 　 科

消 化 器

内 視 鏡

呼 吸 器

循 環 器

肝 臓 内 科

腎 臓 内 科

血 液 内 科

―

―

中島（再来）

―

―

―

―

―

―

陣　林

柏　木

井上（邦）

岡　本

―

―

―

有馬（第1･第3）

中山（第2･第4）

米　持

萱　島

中　島

岡　本

望月（2週1休）

近　藤

（心カテ検査）

―

―

―

齋　藤

陣林（ペースメーカ）

山　方

岡　本

井上（邦）

※下記参照

―

―

―

―

篠　原

柏　木

中　島

井上（邦）

三重野

―

大森（第1･第3）

―

―

陣　林

蔵　田

井上（邦）

岡　本

―

―

―

―

―

　先日、宇佐神宮の参道で銀木犀を
発見しました。白い花は少しピーク
を過ぎていましたが、近づくとほの
かに甘い香りが漂っていました。金
木犀・銀木犀は実はつけません。理
由は江戸時代、中国から花つきの良
い雄株しか輸入されなかったらしく雌株は日本にはないとい
うことでした。皆様も身近な秋を感じてお過ごし下さい。　

広報委員

編集後記編集後記

そういの うえ いち

たつおお つ や

てつよし まつ ゆき

※

※

※

※


